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福祉ぐんま №261（2017 夏号）

　大正６年、岡山県の済世顧問制度を源とし、大正７年には、大阪府において現在の民生委員制度の基礎と

なる方面委員制度が始まりました。きっかけは明治維新後の近代国家成立以降の生活困窮者増大に伴う貧困

の救済でした。

　県内でも大正12年、関東大震災で東京より多くの避難者が移入していた伊勢崎町（現伊

勢崎市）にて県内最初の方面委員制度が実施されました。

　また、大正14年より、県営で実施されることとなり、３市１町（前橋市、高崎市、桐生市、

伊勢崎町）の19方面に計329人の方面委員が配置され、貧困の調査や救済、保護、教化等

のめざましい活動が行われていきました。

　平成28年12月の改選では、182民児協、定数4,152名となって

います。

　今号では、制度創設100周年にあたり、群馬県社会福祉協議会と群馬県民生委員児童委

員協議会（県社協　民生委員児童委員部会長）の会長による対談の模様をお伝えします。

片
野

 

長
年
に
わ
た
り
、
県
内
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
（
以
下
、「
委
員
」
と
い
う
。）

の
皆
様
方
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域

福
祉
活
動
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

小
澤

 

制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

私
は
県
民
児
協
の
会
長
と
し
て
、
県
内
４
，

１
５
２
名
の
委
員
の
皆
様
の
住
民
に
寄
り

添
っ
た
日
頃
の
相
談
援
助
活
動
に
対
し
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
皆
様
に
も
日
頃
の
ご
指
導
、

ご
協
力
等
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

片
野

 

世
の
中
は
、
血
液
の
流
れ
と
同
じ

よ
う
に
人
や
物
や
お
金
が
動
き
、
流
れ
る

こ
と
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

地
域
社
会
で
は
福
祉
的
血
流
と
し
て
の
委

員
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
福
祉
が
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
委
員
の
役
割
は
、発
見
、

つ
な
ぎ
、
見
守
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
澤

 

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

の
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
回
答
の
あ
っ
た

全
国
約
20
万
人
の
委
員
の
う
ち
、
約
27
％
、

４
人
に
１
人
の
委
員
が
社
会
的
孤
立
状
態
、

か
つ
課
題
や
困
り
ご
と
を
抱
え
る
世
帯
へ

の
支
援
を
行
っ
た
経
験
が
あ
る
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
世
帯

が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
対
応
の
難
し

さ
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

片
野

 

そ
の
よ
う
な
現
状
を
委
員
の
皆
さ

ん
が
地
域
を
ま
わ
っ
て
足
で
集
め
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
感

じ
ま
す
。
委
員
は
地
域
福
祉
を
支
え
て
い

る
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

小
澤

 

委
員
は
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
、

見
守
る
と
い
う
姿
勢
は
普
遍
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
福
祉
制
度
が
頻
繁
に

改
正
さ
れ
、
そ
の
都
度
、
委
員
へ
の
期
待

度
は
す
ご
い
も
の
が
あ
り
、
負
担
感
と
い

う
こ
と
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
大
切
な
情
報
を
保

持
し
て
い
る
の
で
、
個
人
情
報
の
管
理
に
は

細
心
の
注
意
を
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
の
住
民
と
し

て
の
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

片
野

 

委
員
を
支
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
負
担
感

を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
り
な
が
ら
個
人
情
報
の
管
理
も
含

め
て
、
役
割
の
重
さ
も
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

～社会福祉協議会と民生委員・児童委員～

　
民
生
委
員
の
現
状
～
課
題

　
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性

平成29年５月12日

特集
対談

小澤 義孝　県民児協会長

あなたのまちの 幸せを 支える

民生委員制度は、創設　　周年を迎えました100
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小
澤

 

私
は
委
員
と
し
て
の
楽
し
み
方
を

考
え
、
実
践
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

悩
ん
で
い
る
委
員
に
対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
あ
り
、
各
地
域
で
の
委
員
対
象

の
相
談
室
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
各
単
位
民
児
協
に
お
け
る
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
充
実
こ
そ
が
大
切
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

片
野

 

群
馬
県
で
は
昨
年
12
月
の
改
選
で

全
国
平
均
よ
り
高
い
数
値
で
の
改
選
率
で

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
１
期
目
の
委

員
が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

小
澤

 

46
％
の
改
選
率
で
あ
り
、
１
期
目

の
委
員
が
い
か
に
２
期
目
、
３
期
目
と
経

験
を
積
ん
で
い
け
る
か
、
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
や
り
が
い
を
感

じ
る
の
は
２
期
目
、
３
期
目
か
ら
だ
と
い

う
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

小
澤

 

私
は
と
に
か
く
自
分
の
地
域
を
歩

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
電

車
や
車
で
は
な
く
歩
く
こ
と
に
よ
り
、
地

域
を
知
り
、
そ
こ
に
住
む
人
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
地
域
が
見
え
て
く

る
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
対
応
が
問
わ
れ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

片
野

 

委
員
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
委
員

の
皆
さ
ん
が
地
域
の
中
か
ら
丹
念
に
集
め

て
き
た
課
題
や
問
題
を
検
討
し
、
地
域
の

中
で
声
を
出
せ
な
い
人
を
何
と
か
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
例
え

ば
世
帯
更
生
運
動
や
心
配
事
相
談
事
業
等
、

新
た
な
制
度
を
作
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

小
澤

 
こ
れ
か
ら
は
委
員
一
人
ひ
と
り
、

あ
る
い
は
単
位
民
児
協
ご
と
に
問
題
意
識

を
も
っ
て
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

片
野

 

介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
る
予
定
と
な
り
、
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
事
な
こ
と
は
市
町
村
行
政
が
地
域
の

住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
と
も
に
支
え

合
う
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
役
割
も
ま

す
ま
す
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
ね
。

小
澤

 

委
員
は
朝
晩
、
子
ど
も
の
登
下
校

の
見
守
り
を
し
て
い
る
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
る
、
訪
問
活
動
の

実
施
等
、
我
が
事
丸
ご
と
を
既
に
実
践
し
て

い
ま
す
。「
我
が
家
は
子
ど
も
も
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
委
員
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
を
支

え
て
い
る
と
い
う
自
負
は
あ
り
ま
す
。

片
野

 

歴
史
を
遡
る
と
昭
和
26
年
に
委
員

の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、
県
社
協
が
創

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
、

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
目
標
と
し
て
、
協
働
し
て
地
域
福
祉

活
動
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

小
澤

 

そ
の
よ
う
な
歴
史
を
知
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
県
社
協
の

成
り
立
ち
や
社
協
と
委
員
の
関
わ
り
方
等

を
委
員
一
人
ひ
と
り
が
認
識
す
る
こ
と
は

大
切
で
す
。

片
野

 

今
後
は
、
社
協
と
し
て
も
、
委
員

の
皆
さ
ん
が
地
域
の
結
び
つ
き
の
中
で
把

握
し
た
課
題
を
と
も
に
共
有
し
、
住
民
に

寄
り
添
う
と
い
う
意
味
も
込
め
て
、
関
係

機
関
に
対
し
て
具
体
的
な
提
言
等
を
行
っ

て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
澤

 

社
協
に
い
か
に
関
わ
っ
て
も
ら
う

の
か
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
け
る

の
か
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
地
区
社

協
を
は
じ
め
、
市
町
村
社
協
や
県
社
協
と

と
も
に
考
え
、
共
有
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
是
非
、
協
力
し
合
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

小
澤

 

座
右
の
銘
は
「
遠
山
無
限
」
で
す
。

意
味
は
「
は
る
か
を
見
つ
め
る
」
と
い
う

こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
遠
い
山
は
語
り
か

け
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
見
つ
め
る
者
は
会

話
が
で
き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

行
政
の
動
き
を
し
っ
か
り
と
見
る
、
そ

れ
を
受
け
て
社
協
と
委
員
が
協
働
し
て
実

務
的
に
取
り
組
む
。
民
間
の
社
会
福
祉
法

人
と
は
違
っ
た
地
域
の
福
祉
的
な
支
え
に

な
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

片
野

 

福
祉
と
い
う
と
恩
恵
的
に
受
け
る

と
い
う
風
潮
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

権
利
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

今
で
も
委
員
の
皆
さ
ん
は
色
々
な
事
情
を

抱
え
た
住
民
の
方
を
支
え
る
非
常
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

社
協
と
し
て
も
共
に
悩
み
、
考
え
、
協

力
し
、
か
つ
委
員
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
、

地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
実
践
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
に

　
委
員
と
社
協

特集・対談 あなたのまちの 幸せを 支える
民生委員制度は、創設100周年を迎えました

　
地
域
と
委
員

　
地
域
を
丸
ご
と

片野 清明　県社協会長
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福祉ぐんま №261（2017 夏号）

平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
決
算
　
概
要

○�

住
民
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
の
活

性
化
促
進

①
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

・
協
議
体
設
置
セ
ミ
ナ
ー　

83
名

・ 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
研
修　

修
了
者
32
名

・「
取
り
組
み
事
例
集
」
作
成

②
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

・
設
置
運
営
数　

２
，
２
３
１
カ
所

・ 

研
修
会　

５
ブ
ロ
ッ
ク

　

１
，
６
１
７
名

・
推
進
連
絡
会　

３
回

③ 

見
守
り
支
援
孤
立
防
止
セ
ミ
ナ
ー

　

200
名

④ 

市
町
村
社
協
役
職
員
へ
の
研
修
等

・
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー　

127
名

・ 

常
務
理
事
・
事
務
局
長
会
議　

48

名
・
新
任
事
務
局
長
研
修
会　

18
名

・
経
理
研
修
会　

66
名

・ 

生
活
支
援
体
制
整
備
に
係
る
情
報

交
換
会　

44
名

・ 

地
域
懇
談
会　

４
ブ
ロ
ッ
ク　

96
名

⑤ 

地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
研
修
会

　

32
名

⑥
市
町
村
社
協
支
援　

○�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
、
福

祉
教
育
の
充
実

① 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム　

183

名
②  

大
学
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
連
携
強
化

③
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
推
進

④ 

地
域
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉

教
育
担
当
者
合
同
会
議　

37
名

⑤ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
実
践

研
究
会

⑥ 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
虎
の
巻
」
の
作
成

⑦ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

基
礎
研
修
会
Ⅰ
25
名　

Ⅱ
26
名

⑧ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
の

推
進
支
援

⑨
福
祉
教
育
の
推
進

・ 

学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
普
及
事
業
（
社
会
福
祉
協
力
校

事
業
）

・
副
読
本
の
作
成

・
福
祉
教
育
セ
ミ
ナ
ー　

21
名

・
実
践
研
究
会

○
就
学
援
助
金
等
給
付

・
交
通
遺
児
就
学
援
助
金

・ 

保
護
児
童
就
学
援
助
金
、
入
学
支

度
金

○�

災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

① 

検
討
会
、
関
係
者
会
議
、
研
修
会
、

先
進
地
域
と
の
情
報
交
換

②
先
進
地
域
の
視
察

③
施
設
間
連
携
部
会

・ 

相
互
応
援
に
関
す
る
基
本
協
定
書

の
運
用
に
向
け
た
図
上
訓
練

④
専
門
職
支
援
部
会

・
福
祉
チ
ー
ム
派
遣
協
定
の
締
結

○�

市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化

①
設
置
運
営
研
修
会　

35
名

② 
県
総
合
防
災
訓
練
、
市
町
村
防
災

訓
練
へ
の
参
加

③ 

災
害
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

Ⅰ
24
名　

Ⅱ
36
名

④ 

災
害
時
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

策
定
研
修
会
の
開
催　

18
名

⑤
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援　

３
社
協

⑥ 

市
町
村
社
協
地
域
防
災
力
強
化
研

修　

19
名

⑦ 

市
町
村
社
協
災
害
ボ
ラ
セ
ン
、
災

害
支
援
担
当
者
連
絡
会
議　

28
名

○�

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
県
域
を

越
え
た
被
災
地
支
援
相
互
協
力
体

制
へ
の
参
加

① 

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
伴
う
支
援

活
動　

延
べ
83
日
、
12
人

② 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ａ
職
員
派
遣
に
係

る
派
遣
調
整

○
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

に
お
け
る
相
談
支
援
体
制
の
強
化

① 

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
支

援
・
就
労
支
援

・
新
規
相
談
受
付
件
数　

135
件

・
自
立
相
談
支
援
事
業
申
込　

41
件

・
自
立
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成　

29
件

②
主
任
相
談
支
援
員
及
び
相
談

　

支
援
員
の
配
置
（
８
町
社
協
）

・ 

主
任
相
談
支
援
員
、
相
談
支
援
員

研
修
会

・
相
談
支
援
員
連
絡
会
議
等

・
町
村
社
協
担
当
者
説
明
・
研
修
会

○
貧
困
の
連
鎖
へ
の
対
応

・ 

こ
ど
も
食
堂
・
こ
ど
も
の
学
習
支

援
実
施
団
体
情
報
交
換
会
等

○�

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
お
け

る
相
談
・
債
権
管
理
体
制

①
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

貸
付
決
定　

616
件

　

貸
付
決
定
額

　

１
３
２
，
８
６
７
，
７
８
６
円

②
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
事
業

　

貸
付
決
定　

１
件

　

貸
付
決
定
額　

84
千
円

③
要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型

　

生
活
資
金
貸
付
事
業

　

貸
付
決
定　

２
件

　

貸
付
決
定
額

　

１
１
，
２
４
９
，
０
０
０
円

④
面
談
を
通
じ
て
の
援
助
活
動

　

延
べ
51
件

⑤ 

償
還
指
導
の
実
施　

１
，
１
５
９
件

⑥
運
営
委
員
会
、
市
町
村
社
協

　

担
当
者
研
修
会
等

○�

地
域
に
お
け
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
の
一
層
の
推
進

①
全
体
研
修
会　

２
，
０
６
９
名

②
単
位
民
児
協
会
長
研
修
会　

174
名

③
新
任
会
長
研
修
会　

79
名

○
福
祉
相
談
事
業
の
実
施

① 

心
配
ご
と
相
談
所
中
央
セ
ン
タ
ー

相
談
件
数　

26
件

②
巡
回
研
修　

９
回

○�

新
た
な
貸
付
事
業
実
施
に
向
け
て

の
準
備

① 

ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促

進
資
金

② 

児
童
養
護
施
設
退
所
者
等
自
立
支

援
資
金

○
権
利
擁
護
事
業
の
強
化

① 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
推
進

・
13
基
幹
社
協
に
一
部
委
託

・
利
用
契
約
締
結
数　

216
件

・ 

実
利
用
契
約
者
数　

１
，
０
０
９

名
・ 

権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

　

475
名

②
成
年
後
見
制
度
と
の
連
携

・
後
見
関
係
団
体
連
絡
会
議

・
法
人
後
見
推
進
事
業

・ 

社
協
に
お
け
る
法
人
後
見
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成

○�

福
祉
人
材
確
保
の
安
定
化
・
定
着

化

　

本
会
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
県
民
だ
れ
も
が
と
も
に
支
え
合
い
、

住
み
な
れ
た
家
庭
、
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
町
村
社
協

や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
施
設
、
関
係
社
会
福
祉
団
体
、

そ
し
て
県
と
の
連
携
の
下
で
、
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

熊
本
地
震
に
お
け
る
支
援
も
行
い
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。

Ⅰ
地
域
福
祉
活
動
の

促
進
支
援

Ⅱ
災
害
時
に
お
け
る
活
動

支
援
体
制
の
構
築

Ⅲ
生
活
困
窮
者
等
へ
の

相
談
支
援
体
制
の
強
化

Ⅳ
地
域
に
お
け
る
生
活
支

援
体
制
の
強
化

Ⅴ
福
祉
人
材
の
充
実
と

定
着
支
援
の
強
化
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区分
収入合計額�
Ａ

支出合計額�
Ｂ

前期末支払�
資金残高Ｃ

当期末支払
資金残高�

D＝Ａ－Ｂ＋Ｃ
社会福祉事業

　社会福祉事業拠点 528,791,123 529,059,924 110,485,277 110,216,476

公益事業　

　介護福祉士等修学資金貸付事業拠点 15,301,491 36,246,952 640,091,520 619,146,059

　民間社会福祉施設当職員共済事業拠点 295,051,297 304,998,755 411,842,849 401,895,391

　社会福祉施設整備資金貸付事業拠点 212,718,751 675,046,803 530,654,052 68,326,000

　社会福祉振興基金事業拠点 12,187,870 9,980,238 23,743,261 25,950,893

　生活困窮者自立相談支援事業拠点 54,977,000 54,977,000 0 0

　ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業拠点 155,341,000 1,411,914 0 153,929,086

　児童養護施設退所者等自立支援資金貸付事業拠点 154,763,000 713,100 0 154,049,900

　保育士就学資金貸付事業拠点 182,946,000 17,862,660 0 165,083,340

生活福祉資金会計

　生活福祉資金会計 132,276,800 217,218,080 1,045,421,604 960,480,324

　生活福祉資金事務費会計 81,860,013 78,421,758 11,397,859 14,836,114

　要保護世帯向け不動産担保型生活資金資金会計 42,565,659 29,969,452 11,409,559 24,005,766

　臨時特例つなぎ資金会計 47,000 608,532 13,356,076 12,794,544

合　計 1,868,827,004 1,956,515,168 2,798,402,057 2,710,713,893

資金収支計算書
（自）平成28年４月１日　（至）平成29年３月31日 （単位：円）

①
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

・
新
規
求
人
数　

９
，
２
５
３
名

・ 
新
規
求
職
者
数　

２
，
１
８
５
名

・ 
紹
介
数　

360
名
・
就
職
数　

272
名

・
応
募
数　

476
名

② 

福
祉
人
材
確
保
相
談
事
業
の
実
施

　

相
談
件
数　

９
，
３
０
７
件

　

求
人
開
拓　

127
施
設
訪
問

③ 

福
祉
人
材
確
保
等
に
関
す
る
説
明

会
・
研
修
会
の
実
施

・
福
祉
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア

・
地
区
別
ミ
ニ
就
職
面
接
会

・
福
祉
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
出
張
相
談
会

④ 

福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
す
る
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
活
動
展
開

・ 

福
祉
従
事
者
養
成
校
に
対
す
る
情

報
提
供
・
高
校
生
の
た
め
の
福
祉

セ
ミ
ナ
ー
、
バ
ス
ツ
ア
ー
、
福
祉

の
仕
事
・
魅
力
発
見
セ
ミ
ナ
ー
専

門
員
派
遣
事
業

⑤
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
事
業　

・
出
張
相
談
会　

560
件

⑥
介
護
人
材
確
保
対
策
事
業

⑦
定
着
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

82
名

⑧
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー　

24
名

⑨
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

　

新
規
貸
付　

47
名

　

 

貸
付
決
定
額　

３
５
，
８
２
５
千

円
⑩ 

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
実

施
準
備

　

新
規
貸
付　

48
名

　

 

貸
付
決
定
額　

１
７
，
３
４
２
千

円
⑪ 

離
職
し
た
介
護
人
材
の
再
就
職
準

備
金
貸
付
事
業　

　

 

新
規
貸
付
１
名

　

貸
付
決
定
額　

２
０
０
千
円

⑫
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講

取
り
組
み
強
化

① 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
の
受

審
推
進

・
運
営
委
員
会

・
説
明
会
・
出
張
相
談

・
自
己
評
価
研
修
会
（
障
害
版
）

・ 

群
馬
県
版
共
通
評
価
基
準
の
認
定

こ
ど
も
園
版
策
定
、
保
育
所
版
判

断
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
検
討

②
運
営
適
正
化
委
員
会
へ
の
支
援

・ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会　

２
回

・
苦
情
解
決
部
会　

６
回

・
運
営
監
視
部
会　

２
回

　

基
幹
社
協
訪
問
調
査　

４
社
協

・
苦
情
相
談
の
受
付　

59
件

　

（
苦
情
26
件
、
そ
の
他
33
件
）

・
苦
情
解
決
セ
ミ
ナ
ー　

286
名

①
理
事
会　

５
回
・
評
議
員
会　

４
回

②
監
事
監
査　

１
回

③
外
部
監
査
の
開
催　

４
回

④
各
部
会
等
の
開
催

⑤
役
員
等
組
織
検
討
委
員
会　

３
回

⑥
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

・
表
彰　

374
名
（
団
体
）

　

感
謝　

３
名
５
団
体

・
参
加　

１
，
２
２
１
名

⑦ 

福
祉
バ
ス
「
愛
の
募
金
号
」
の
運

行

　

年
間
４
，
５
６
９
名

⑧
広
報
機
能
の
強
化

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

・「
福
祉
ぐ
ん
ま
」
４
回
発
行

⑨
社
会
福
祉
振
興
基
金
の
運
営

・
41
事
業　

・
助
成
額　

７
，
８
６
６
，
８
３
０
円

　

試
験
の
実
施

　

受
験
者
数　

１
，
８
４
１
名

　

合
格
者
数　

255
名

⑬
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー

　

１
０
１
法
人
・
２
２
６
事
業
所

　

加
入
職
員
数　

４
，
１
６
６
名

　

会
員
交
流
事
業
等

○
研
修
機
能
の
強
化

　

13
コ
ー
ス

　

参
加
人
数　

２
，
５
１
１
名

　

延
べ
日
数　

143
日

○�

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
に
お
け
る

経
営
の
強
化

①
経
営
指
導
事
業　

66
件

② 

社
会
福
祉
法
人
実
践
力
強
化
研
修

会
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
（
経
営
協
と
共
催
）

延
べ
465
名

③ 

社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
（
経
営
協
と
共
催
）

　

200
名

④ 

群
馬
県
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
の

立
ち
上
げ　

16
団
体

○
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
へ
の
支
援

① 

民
間
社
会
福
祉
施
設
等
職
員
共
済

事
業

・
451
法
人
１
，
１
１
５
施
設

　

１
７
，
７
７
０
人
加
入

・
実
務
研
修
会　

212
名

②
介
護
等
体
験

・
649
名　

240
施
設
受
入

○�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
の

Ⅵ
研
修
事
業
の
充
実
に

よ
る
人
材
育
成

Ⅷ
組
織
基
盤
と
財
政
・

経
営
の
強
化

Ⅶ
社
会
福
祉
法
人
へ
の
支
援

と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
へ
の
取
り
組
み
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太田市

太田市
人口　223,960人

H29.5

「
お
お
た
成
年
後
見

　
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
」

　

役
割
と
し
て
は
、
法
人
後
見
・
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
・
相
談
業
務
の
３

本
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
法
人
後
見

は
、
成
年
後
見
制
度
の
申
立
て
に
よ
り
、

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
ば
れ
る
成
年
後
見

人
等
を
本
会
が
法
人
と
し
て
担
い
、
財

産
管
理
や
身
上
監
護
を
行
い
ま
す
。
相

談
事
業
は
、
成
年
後
見
制
度
の
相
談
を

受
け
、
利
用
す
る
為
の
手
続
き
や
申
立

て
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

　

今
後
は
、
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会

な
ど
を
開
催
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
社
協
か
ら
受
託
し
て
い
る
「
日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
認

知
症
高
齢
者
等
に
対
し
て
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
相
談
や
金
銭
管
理
、
通
帳
や

印
鑑
等
の
預
か
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
施
設
や
病
院
に
入
る
手

続
き
な
ど
の
法
的
な
手
続
き
は
カ
バ
ー

で
き
ず
、
判
断
能
力
の
低
下
が
著
し
い

利
用
者
に
対
し
て
、
長
期
的
に
安
定
し

た
支
援
を
す
る
に
は
法
人
後
見
が
必
要

だ
と
判
断
し
、
平
成
29
年
４
月
に
お
お

た
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

ま
し
た
。

長
く
、
安
定
し
た
支
援
体
制
を

つ
く
る

　

３
本
の
柱

NO.2

第１回法人後見運営委員会（５月22日）

太田市
社会福祉協議会
〈TEL:0276-46-6208〉

　県保育協議会（以下、県保協）では、保育の道を志す方に向
けて、平成27年度より「保育フォーラム in Gunma」を開催し、
保育園・認定こども園の日常的な取り組みや様々なニーズに対
する実践発表等を通して、保育の持つ魅力や大切さ、子育てに
おける課題を身近に感じてもらう場としてきました。
　近年、保育業界における人材確保難は社会問題化し、保育職
に関するネガティブな報道等の影響もあり、地元養成校を卒業
しても保育職に就かない学生や県外へ進出していく学生は年々増加傾向にあります。さらに認定こども園
への移行が急速に進んでいる中で、保育教諭定数の増加が求人数の大幅増につながり、人材確保が一層難
しくなっているという状況も起こっています。
　そのような中、制度の移り変わりへの対応や各施設での時代の変化をとらえた積極的な求人活動への転
換が必要になり、県保協としては、今までの保育の魅力を伝えるというやり方より、就職に直結する活動

を展開することが大切であると考え、「保育就活フェスタ2017」
を開催しました。
　当日は、就活セミナーと併せて、県保協の会員30法人が紹
介ブースを設け、地元地域の魅力や自園の魅力をふんだんに伝
えました。さらに、求人情報を展開するとともに、実習やボラ
ンティアの受入情報などを提供することで、将来に向けた求人
活動にもつながる機会として実施し、県内の養成校の学生を中
心に200名を超える方が参加されました。

保育就活フェスタ開催　200名参加‼

保育現場の話を真剣に聞く参加者

参加者でにぎわう各園のブース
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福祉ぐんま №261（2017 夏号）

群馬県老人福祉施設協議会
マスコットキャラクター

　平成25年度に３つのテーマ（①本会のPR、②福祉
の明るい未来、③県民から親しまれる）により公募を
行い、86作品の中から投票で決定しました。平成28
年度には、会員からの需要を受け着ぐるみも２体とな
り、併せて「音楽」と「体操」も完成しました。現在
は県内会員施設事業所等の行事を始め、介護の魅力を
発信するため小中学校訪問時に活躍し、介護職のイ
メージアップの一助を担っております。今年度は、ゆ
るキャラグランプリ2017に出場し、「介護」がしあわ
せを見つける仕事であることを多くの方に発信してい
きたいと考えております。ぜひ、会員の垣根を越えて
群馬の福祉をPRするため、毎日１票（投票期間８/１
～11/10）のご協力をよろしくお願いいたします。

県社協会員を募集しています！
　本会の活動の趣旨にご賛同いただき、地域福祉の推進にご協力いただける施設・団体を募集しています。
詳細はお問い合わせください。　　総務企画課　027-255-6033

県 社 協 会 員 紹 介

プロフィール

ニックネーム
Gちゃん
Gは群馬、Good、元気、おじ
いちゃんのG

たんじょうび 11月11日（介護の日）

住んでいるところ 前橋市

性　　　　格 地域の人、子供が大好き、困っ
た人などを放っておけない

好きな食べもの おっきりこみ、焼きまんじゅう

好きなこと ダンス

「Ｇちゃん」

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国 万人
加入

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成29年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

償
補
の

任
責
償
賠

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円
1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

〈SJNK16 16921　2017.2.3 作成〉
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

編集／発行
社会福祉法人�群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　平成29年７月１日

「福祉のお仕事」就活応援セミナーと
福祉ハートフルフェア（福祉人材確保就職面接会）

福祉ぐんま
　

無
料
や
低
価
格
で
食
事
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
食
堂
」

に
取
り
組
む
団
体
が
県
内
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。
子

ど
も
の
貧
困
対
策
だ
け
で
な
く
、
社
会
で
の
孤
立
を
避

け
る
た
め
の
居
場
所
づ
く
り
の
意
味
合
い
も
あ
り
、
注

目
さ
れ
て
い
る
。「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
自
分
も

何
か
で
き
な
い
か
」
と
い
う
熱
い
思
い
で
活
動
を
始
め

た
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
運
営
費
や
食
材
の
確
保
、ス
タ
ッ

フ
の
募
集
、
食
堂
の
周
知
な
ど
、
課
題
は
山
積
み
だ
が
、

知
恵
と
工
夫
で
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
団
体
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
試
み
も
始
ま
っ
た
。
支
援

の
輪
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

編
集
委
員　

小
泉
浩
一（
上
毛
新
聞
社
編
集
局
前
橋
支
局
長
）

ステキな笑顔
夏号表紙

　

し
き
し
ま
鼓
笛
隊
は
昭
和
43
年

結
成
、今
年
で
49
年
を
迎
え
る
伝
統

と
歴
史
あ
る
鼓
笛
隊
で
す
。
今
回

は
、鼓
笛
隊
を
支
え
る
職
員
の
伊
藤

さ
ん
と
角
田
さ
ん
、そ
し
て
入
所
時

か
ら
の
鼓
笛
隊
の
メ
ン
バ
ー
、清
水

さ
ん
と
土
谷
さ
ん
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

�

ど
の
よ
う
な
方
を
支
援
し
て
い

る
施
設
で
す
か
？
ま
た
、
施
設

の
理
念
や
方
針
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（
伊
藤
さ
ん
、
以
下（
伊
））18
歳
か
ら

56
歳
ま
で
の
、
知
的
に
障
害
を
お

持
ち
の
方
の
生
活
面
全
般
の
支
援

や
作
業
支
援
、
地
域
移
行
に
向
け

て
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
施

設
で
す
。

　

ま
ず
は
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
快

適
で
豊
か
な
生
活
を
営
ま
れ
る
こ

と
を
最
優
先
に
、
地
域
住
民
の
一

員
と
し
て
、
社
会
参
加
や
社
会
交

流
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
ま
す
。

�

「
し
き
し
ま
鼓
笛
隊
」
に
つ
い

て
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
立
ち

上
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

（
伊
）
元
々
児
童
施
設
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
運
動
会
の
音
楽
隊
の

よ
う
な
感
じ
で
始
め
ま
し
た
。
平

成
６
年
の
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
群
馬

大
会
で
は
大
会
旗
の
先
導
を
行
う

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
最
近
は
、

「
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
フ
ェ
ア
」
や
「
あ

す
な
ろ
祭
」
の
ス
テ
ー
ジ
部
門
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

�

音
楽
の
影
響
を
感
じ
る
の
は
ど

ん
な
と
き
で
す
か
？

（
角
田
さ
ん
、
以
下（
角
））例
え
ば

普
段
は
ひ
と
り
を
好
ま
れ
る
方
も
、

鼓
笛
隊
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

他
の
方
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
が

増
え
る
な
ど
、
そ
の
人
の
違
う
一

面
を
発
見
で
き
る
と
い
う
点
で
、

音
楽
の
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を

感
じ
ま
す
ね
。

�

入
所
時
か
ら
の
鼓
笛
隊
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
清

水
さ
ん
、
土
谷
さ
ん
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　�

ま
ず
は
清
水
さ
ん
、
鼓
笛
隊
に

入
っ
て
ど
の
く
ら
い
経
ち
ま
す

か
？

（
清
水
さ
ん
、
以
下（
清
））ゆ
う
あ

い
ピ
ッ
ク
か
ら
、
も
う
長
い
で
す
。

 

楽
器
は
何
を
担
当
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

（
清
）
キ
ー
ボ
ー
ド
。

 

キ
ー
ボ
ー
ド
を
演
奏
し
て
い
て

一
番
楽
し
い
の
は
ど
う
い
う
と

き
で
す
か
。

（
清
）
弾
け
な
い
曲
も
あ
る
ん
で
す

け
ど
。
み
ん
な
と
練
習
す
る
の
は

楽
し
い
で
す
。

 

次
に
土
谷
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま

す
。
何
の
楽
器
を
演
奏
し
て
い

ま
す
か
。

（
土
谷
さ
ん
、
以
下（
土
））い
つ
も

キ
ー
ボ
ー
ド
を
や
っ
て
い
ま
す
。

�

皆
さ
ん
と
演
奏
し
て
い
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で
す
か
。

（
土
）み
ん
な
と
一
緒
が
楽
し
い
で

す
。

�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で

は
次
に
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
鼓

笛
隊
に
つ
い
て
、
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
？

（
角
）
利
用
者
さ
ん
は
様
々
な
方
が

い
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
特
性

を
い
か
し
て
全
員
で
音
楽
を
楽
し

む
、
と
い
う
こ
と
を
一
番
心
が
け

て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
違
っ

た
一
面
を
見
ら
れ
る
良
い
機
会
で

す
し
、
鼓
笛
隊
で
し
か
ふ
れ
あ
え

な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

そ
の
方
と
ふ
れ
あ
え
る
こ
と
で
ま

た
違
っ
た
一
面
が
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
が
一
番
い
い
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

�

最
後
に
施
設
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
伊
）
し
き
し
ま
鼓
笛
隊
は
伝
統
と

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
が
明

る
く
楽
し
く
参
加
し
、
音
と
触
れ

あ
う
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
、

鼓
笛
隊
の
伝
統
を
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
フ
ェ

ア
を
含
め
、
地
域
交
流
の
た
め
出

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
ら
応
援
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

撮
影
日
が
今
年
初
め
て
の
全
体
練
習
で
し
た
が
、曲
が
始
ま
る
と
体
を
動
か
し
て
、楽
し
さ
を
全
身
で
表
現
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　こども食堂について知りたい、こども食堂を始
めたい、こども食堂に興味関心を持っている…等、
どなたでも参加可能

と　き　平成29年９月10日（日）13:00〜
ところ　群馬県社会福祉総合センター８階ホール
内　容　講演　法政大学現代福祉学部教授　湯浅　誠　氏
　　　　県内の活動報告　等
申込お問い合わせ先
　　　　生活支援課　027-212-0011

あ
と
が
き

in ぐんま

土谷�勝美�さん

清水�直樹�さん

角田�裕一�さん

伊藤�一博�さん

利用者

職　員

を平成29年７月31日（月）の同日の午前・午後に
ヤマダグリーンドームで開催します。

ハートフルフェア

会
　
場　

ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

　
　
　
　

１
０
４
会
議
室

内
　
容

　

一
部　
「
自
分
に
合
う
職
場
の
見
つ
け
方
」

　

・
ら
し
さ
研
究
所 

代
表 

門
野
友
彦
さ
ん

　

二
部　

 

福
祉
現
場
か
ら
の
声
「
こ
の
仕

事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
と
魅
力
」

　

・ 

吾
妻
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

桑
原
拓
也
さ
ん

　

・ 

東
毛
会
は
る
か
ぜ
荘　
　

清
野
正
嗣
さ
ん

時
　
間　

13
時
～
16
時

会
　
場　

ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

　
　
　
　

サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
エ
リ
ア

内
　
容　

高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
福
祉

分
野
へ
の
就
職
希
望
者
を
対
象
と
し
た
県

内
施
設
２
０
０
事
業
所
と
の
就
職
面
接
会

●
主
　
催　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
他

●
参
加
費　

無
料

●
申
　
込　

就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
は
群
馬

県
社
会
福
祉
協
議
会
（
電
話
０
２
７
︱

２
５
５

－

６
０
３
５
）
に
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア
は

事
前
申
込
不
要
で
す
。

「
福
祉
の
お
仕
事
」就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア

（
福
祉
人
材
確
保
就
職
面
接
会
）

みんなと一緒は
楽しいです

キーボードを
やっています


